
日時：2024年10月26日(土)・27日(日)

場所：北京大学外国語学院新楼 B133号室

 10月26日（土）15:30-18:30（北京時間）

◇挨拶

◇パネルディスカッション「近代日本学のこれから－言語・文学・歴史－」（15:40-18:30）

  1．文体史から見る「ものす(る)」の歴史的変化 余飛洋（雲南大学）

2．芥川龍之介文学における物語と人間 小谷瑛輔（明治大学）

3．山縣初男とその中国文学翻訳の軌跡について 羅椿詠（雲南大学）

4．漢語基本語化から外来語基本語化へ－雑誌コーパスによる考察－ 田中牧郎（明治大学）

5．和漢混淆文の成立とその外延について 潘鈞（北京大学）

 10月27日（日）9:00-17:50（北京時間）

◇講演（9:00-9:30）

    6．大江健三郎文学における魯迅の受容－『狂人日記』を中心に－ 翁家慧（北京大学）

    ◇若手教員報告（9:30-11:00）

7．近代日本産育習俗における石の信仰―『日本産育習俗資料集成』を中心に－ 宋丹丹（雲南大学）

    8．漢語を構成する単漢字の日中の意味の異同に関する考察―和製漢語を対象に－ 黄叢叢（明治大学）

9. 律の運用から見る近世琉球法と中国法の比較研究——「違令」条を中心に－ 王天馳（北京大学） 

 

第5回国際日本学学術集会
北京大学外国語学院・明治大学国際日本学研究科・雲南大学外国語学院

◇学生発表１（11:20-12:20）

10．“Foreign Affairs”の訳語から見る

中日外交機関名称の変遷

－「外務」と「外交」を例として－

熊怡萱（北京大学大学院生）

11．『清議報』対訳コーパスの紹介

古谷創（明治大学大学院生）

◇学生発表２（13:50-14:50）

12．東亜同文書院『大旅行誌』から見た

近代雲南の地域像

－第八期生と第十五期生の記録を例に－

張琪（雲南大学大学院生）

13．戦後漫画史における手塚史観の変遷について

小島淳之介（明治大学大学院生）

◇学生発表３（15:10-16:40）

14．日本の初期オスカー・ワイルド受容

佐野日菜子（明治大学大学院生）

15．『源氏物語』須磨巻における越境について

胡凌鋒（北京大学大学院生）

16．基本動詞「振る」の多義分析

－認知意味論の視点からの考察－

殷雯麗（雲南大学大学院生）

◇総合討論（17:00-17:50）
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